
釜石市オープンシティ戦略

目指すのは、多くの笑顔が集まる、開かれたまち。

釜石は「オープンシティ」を合言葉に、人と人が

つながり、新しい可能性を広げていきます。



人口減少・少子化

人の流れ

人口の増減は、出生と死亡からなる「自然増減」と転出と
転入からなる「社会増減」の合計によるものです。若い世
代を中心に動きが多くここ20年ほど毎年300-500人の
「社会減」だった当市ですが、震災後は100名前後減とそ
の傾向は抑えられてきました。

多くの他市町村と同様、釜石市においても人口減、少子化
は深刻です。2014年時点ですでにピークの4割ほどに減っ
ている人口は今後も減少を続けると予想され、働き手の減
少、所得・消費減、そして経済の縮小という、負のスパイラ
ルに入ってしまう可能性があります。



釜石市の人口は、現在36,078人から2040年には21,503人にまで減少すると予測されています。
でも、正しく手を打つことで未来は変えられます。そのためにも知っておきたい、釜石のリアルと希望。

まちづくりにおいては、子どもを産み育てられる環境の整
備が重要です。当市は男性の未婚率や待機児童の数、若年
女性の人口いずれも厳しい状況にあり打ち手が必要な一
方、女性ひとりあたりの出生数が他市町村より高いという
明るいデータもあります。

家庭と暮らし

仕事と産業

以前は鉄鋼業を中心に栄えた当市も現在は3次産業主体の
構成になっています。また特に１次産業従事者減少と高齢
化は深刻です。一方、釜石港のコンテナ貨物量の飛躍的増
加や橋野鉄鉱山の世界遺産登録、三陸沿岸道路や東北横断
自動車道の一部開通といった希望もあります。



度重なる津波被害や第二次大戦での艦砲射撃、基幹産業であっ
た鉄鋼業の縮小など幾多の困難を、多様な人材を受け入れなが
ら克服し繁栄を築いてきた釜石市。背景には、社会・経済情勢
の変化を受容しつつ、しなやかにまちを形作ってきた” 変化に
対して開かれている” という釜石人のDNAがあります。

釜石の復興まちづくりには、まだ手が付けられていない「余白」領域があります。それを埋めていくのが、　　　「活動人口」「つながり人口」なのです。

栗林共栄会・会長
遠野健一さん

 

事例

1
山間部の栗林町で、地域づくりに積極的な活動
を行っているのが「栗林共栄会」です。古くか
ら地域のインフラ整備や交流事業などを行って
きており、新しい企画が次々と生まれています。
例えば今年からは、ひとり一人の知恵や技術を
活用して地域内の助け合いを生み出す「結いの
便利屋」という仕組みが始まりました。また郷
土料理を発表しあう「食の文化祭」という新し
い地域の祭りも誕生。2015 年の会には、地域
人口の約 3分の 1にあたる 300 人を超える人
が参加しました。
いずれも、今後増えていく高齢者の方々に、役
割や仕事をつくるもの。会長の遠野さんからは
「70 歳からの仕事が地域に活気をつくる」と力
を込めてお話いただきました。

釜石ママハウス
保坂広子さん

 

事例

2
平田の仮設住宅にある「釜石ママハウス」は、
ママ達の癒しや仲間作りの場、働きたい女性を
応援する学びの場として、ママ達の大きなより
どころになっています。スタッフは皆ベビー
シッター有資格者で、安心して我が子を預けヨ
ガやパン教室、アロマや子育て講座などに参加
し、心身ともにリフレッシュ！自然とママも笑
顔になって、家族にその笑顔が広がります。ビ
ジネススキルを習得する PC 講座もあります。
実は、イベントの講師の多くはママ。プロでな
くても、特技を活かしてイベントが生まれるの
です。「趣味や能力を開花させる場でありたい」
と保坂さん。人の役に立つという自己有用感が、
希望につながっていくと話してくれました。保
坂さんや今のスタッフもみんな最初は参加者で
した。何かお手伝いを、と始めた先に、ママを
元気にする活動があるのです。
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釜石の復興まちづくりには、まだ手が付けられていない「余白」領域があります。それを埋めていくのが、　　　「活動人口」「つながり人口」なのです。

市の現状をふまえ、私たちはどんな釜石市を目指すのだろう？市民と35歳以下の市職員が中心となっ
てつくった今後5ヶ年にわたる計画が「釜石市オープンシティ戦略」です。

震災後、釜石市のボランティ
ア・インターンシップ参加者
は10万人を超えました。さ
らに企業からの出向社員や地
域外人材の雇用、企業、大学、
団体とのコラボレーションな
どが進み、市外と新しいつな
がりが生まれました。

新しいつながりを元に、自らの手でビジネスや市民活動を育て
ていく「小さな挑戦」が生まれています。多様な市民が集い、
まちの楽しみを自らつくり出し、まちづくりへ参画する若者が
創発的に生まれる「釜石◯◯会議」という場も生まれました。

オープンシティ戦略の目指すものオープンシティ戦略の目指すもの

岩手県立釜石高校 
大村東道さん

 

事例

3
釜石高校は「Kamaishi コンパス」という新し
いキャリア教育プログラムを開始しました。市
内外から様々な仕事をする大人達を呼んで生徒
と対話してもらうことで、生徒に自身のキャリ
アを考えてもらおうというものです。
この企画は、市民ワーキンググループから生ま
れたアイデアを形にしていったもので、進路指
導担当だった大村先生が中心となり、外部の企
業や団体とともに形にしています。「来てくれ
る大人たちがエネルギーいっぱいで、大きな刺
激になっています」と大村先生。ある講演を参
考に翌日から取り組みを導入した野球部が勝ち
続け、甲子園出場に大きく寄与したといったお
話も。
外の世界とのつながりが生む刺激が、未来を背
負う子どもたちにどんな変化を生み出すか、楽
しみです。
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目標
・婚活事業による成婚数 15組 （延べ件数）

目標
・待機児童数 0人（平成31年度）

目標
・キャリア教育プログラム参加者数 1,500人（延べ人数）

目標
・社会人の多様な学びのプログラム参加者数 1,000 人（延べ人数）

目標
・地域の世話焼き人数 50人（延べ人数）

目標
・認知症サポーター数 2,700 人（延べ人数）

マッチングイベント開催などを通じて、市内企業に
おける右腕人材（大卒者や実務経験者等の高度人材）
の誘致を促進する。企業の人事担当者や経営者に対
して、採用や人材育成に関するノウハウを提供し、
新入社員に対して、研修機会の提供や企業間を越え
た繋がりの創出を促進する。 

「釜援隊」制度を活用し、地域コミュニティ支援や包
括ケアプロジェクトの推進、水産業の六次化や林業
の人材育成スクール運営、民泊事業の推進を図る。
多様な人材を釜石に誘致し、地域に新たな市民活動
やローカルビジネスを生み出していくことを目指す。

1. 成長企業の右腕人材誘致   2. 釜石リージョナルコーディネーター（釜援隊）の活用

近隣自治体や民間企業との連携などによる多様な婚
活イベントを実施し、より多くの男女に参加しやす
くし、自然な出会いの場を創出する。実施主体も釜
石市だけでなく、商工会議所、青年会議所などと連
携し、地域全体で婚活支援に取り組んでいく。

認可保育所と小規模保育事業所の新規開設の支援に取り組
む。待機児童の解消とともに、上中島保育所を同地区内に
認定こども園として移転・整備し、こども園とすくすく親
子教室を併設することにより、療育支援環境の充実を図る。
幼稚園、保育所、認定こども園等に同時に子どもが2人以
上入園する場合、第2子以降の保育料を無料とする。
　　　

1. 広域連携による自然な出会いの場の創出 2. 待機児童ゼロの実現と第二子以降保育料無料化

地域内外で活躍するロールモデルから最新の社会・経済情
勢やリーダーシップのあり方などを学び、対話を通じて自
己と向き合い、多様なキャリアの可能性を考える機会を提
供する。学内講座で学んだ内容や、学生のモチベーション
に応じたチャレンジプログラムを開発・提供し、地域活動
への参画や多様なボランティア体験への接続を図る。

関連機関と連携し、東京大学釜石カレッジや釜石創生アカ
デミー、立正大学デリバリーカレッジ、生涯学習まちづく
り出前講座、オンライン動画配信等の、釜石にいながら多
様な学びの機会を得ることのできる環境を整備する。関係
団体と連携し、複数企業による人材育成プログラムの企画
開発や実施を推進する。

1. 高校生に対する地域資源を生かしたキャリア構築支援 2. 社会人の多様な学びの機会創出

住民が主体となって運営する、地域の課題を踏まえた生活
支援に関するコミュニティビジネスの立ち上げを支援し、
主に企業が行う地域への有償サービスと、ご近所で行われ
てきた助け合い、ボランティア活動との狭間にある事業が
自立的に運営されている状態を目指す。地域課題解決の担
い手となる地域の世話焼き人の発掘を行う。

地域住民、生活関連企業、学校関係者等を対象に、認知症
に関する正しい知識を持ち、地域や職域において認知症の
人や家族を支援する認知症サポーターや、養成講座の企画・
立案を担うキャラバン・メイトを育成する。

1. 支え合いによるコミュニティビジネスの立ち上げ支援   2. 認知症サポーターの育成

目標

ユーザー視点に立脚した “稼働する”
空き家バンクを設置し、市街地への
人口集積や、各世代のライフスタイ
ルに合った住み替え等の促進を図
る。公共施設をはじめとした遊休不
動産について、新たな公的利用を促
進するとともに、市民による地域課
題解決や、企業・NPO 等の事業拠
点としての利活用を促す。

・遊休不動産活用件数 20件（延べ件数）

2. 空き家／遊休不動産の利活用

目標

地域内外の企業による連携や、地場企業
と研究機関・金融機関等による連携を推
進し、新規事業の創出を図る。文部科学
省の COC＋事業に採択された県内大学
との共同事業により、ものづくり産業の
振興をはじめ、雇用の創出や若者定着に
取り組む。釜石地域にある研究機関や岩
手大学水産コースとの多様な連携を推進
し、研究開発環境の向上を図る。

・新規事業創出件数 10件 （延べ件数）

 3. 企業間連携 / 研究機関との連携の推進
釜石商工会議所に、各種相談から
創業に係るワンストップ窓口を設
置し、利用者の利便性向上を図る
とともに、金融機関等と連携し、
創業希望者のステージに応じたき
め細やかなサービス提供を図って
いく。

・新規創業数（第二創業、M&Aを含む）
  25 件（延べ件数）

  1. 起業支援プラットフォームの構築
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目標
・U Iターン就業者 50人

目標
・市民活動・事業数 25件　 （延べ件数）
・制度終了後も必要な機能が定着している



オープンシティ戦略の具体的な打ち手は、5つの柱から構成されています。
すべての施策がオープンです。市民の皆さん一人ひとりの参加をお待ちしてます。

目標
・児童扶養手当給付件数 270 件（平成31年度）

目標
・職場での結婚・出産退職の慣習による退職 5%（平成 30年度） 目標
・釜石市子育て応援企業認定制度認定社数 15 件（延べ件数）等

目標
・就労準備協力事業所数 20社（延べ件数）
・中間的就労事業所認定数 5社（延べ件数）

目標
・復興公営住宅における自治会設立率（町内会による自治会
  機能保持を含む）100％（平成 31年度）

目標
・釜石〇〇会議の参加人数1,500人（延べ人数）
・釜石〇〇会議から生まれたプロジェクト数30件（延べ件数）

目標
・ラグビーワールドカップにおける市民参加者数 2,019 人
・岩手国体における市民参加者数  500人

ハローワークや近隣市町村と連携し、求職者に対する実態調査を行
うとともに、必要に応じて、ワークライフバランスを経営戦略とし
て取り組む企業を対象とする学びの機会創出や、制度改善・定着に
向けた PDCA サイクル推進支援を行い、「釜石市子育て応援企業認
定制度」の活用を促す。子育て世代の市民会議参加サポートを行う。

ひとり親家庭に対して、児童扶養手当の給付や、進学や就労等に
係る母子・父子・寡婦福祉資金の貸付相談、雇用促進住宅の紹介
等を通じた住まいの相談や、保育施設の入園サポート、ハローワー
クと連携した就労相談の機会創出など、包括的な支援を行う。

ひとり親家庭に対して、児童扶養手当の給付や、進学や就労等に
係る母子・父子・寡婦福祉資金の貸付相談、雇用促進住宅の紹介
等を通じた住まいの相談や、保育施設の入園サポート、ハローワー
クと連携した就労相談の機会創出など、包括的な支援を行う。

  3. ワークライフバランスを経営戦略として捉え、推進する企業の支援   4. ひとり親家庭への包括的支援

平成２７年度から開催している「釜石○○会議」を通じて、ＵＩター
ン者と地元出身者の交流の場としての機能を構築するとともに、
セクターや地域の垣根を越えて人が出会い、繋がり、協働する場
を提供し、市民自らの手によってまちの楽しさの創出や地域課題
の解決を図る市民創発型まちづくりを実現する。

釡石シーウェイブス RFC や市内小中学校および市外の関係団体
と連携しながらイベント開催やコミュニティ形成を通した開催
気運の醸成と、ラグビーのネットワーク拡大を図る。会場整備
における財源確保や大会終了後を見据えた利活用計画・体制の
構築を通じて、「スポーツの力」と「防災避難の知恵」を活かし
た会場跡地の多面的・戦略的利用を促進する。

3. 釜石○○会議を通じた市民創発型まちづくりの実現   4. 市民の手によるラグビーワールドカップの実現

近代製鉄発祥の地である当市に息
づいているものづくり人材・文化・
ノウハウを生かした製造業の誘
致、また、釜石港・三陸沿岸道等
の物流交通の結節点の優位性を生
かし、県内企業の成長を支える流
通業の誘致を進め、製造業・流通
業を中心とした産業集積基盤の確
立を目指していく。

更なる再生可能エネルギー導入の
ため、既存風力発電所の拡張計画
を進める。新たな雇用創出、資材
運搬時の釜石港利用、一次産業へ
の波及効果など、地域産業の振興
を目指す。波力発電システムの研
究開発などにより、漁業協調型の
海洋エネルギー産業の拠点形成を
目指す。 

4. 多様なエネルギーの活用推進   5. 製造業や流通業を中心とした産業集積
メニュー化や受入体制整備を通
じて、当市の歴史・文化の体験や、
防災教育、持続可能な地域づくり
といった課題解決型プログラムを
含む、多様な修学旅行や企業研
修の誘致を促進する。郷土学習
への参画等を通じて、「鐵人」か
ら学びを得ることのできる機会を
創出する。

交通ネットワークの向上を見据
え、飲食・物販機能の強化、情
報交流拠点の戦略的配置、モデル
地区選定や地域の魅力を体験する
プログラム開発、観光産業の人材
確保などを通じて、戦略的マーケ
ティング、観光産業の担い手育成
など、官民一体となった推進体制
の構築を目指す。

  6. 世界遺産登録を契機とした DMO
      形成と観光地域づくり 7. 滞在型の教育旅行及び企業研修誘致

目標

大学生や若手社会人らを対象とする中
長期インターンシップ（概ね一か月以
上）の導入・拡大を、企業・NPO・
大学等と連携しながら推進し、釜石と
いう地域も釜石で学ぶ人も互いに育
ちあうというブランドを確立する。
古民家や遊休不動産を活用し、交流・
滞在をするための拠点整備を図る。
・中長期インターンシップ参加者数 50人（延べ人数）

  3 .  中長期インターンシップの促進

目標

漁協、その他関係団体と連携し、新規
就業希望者に対する就業から定着に至
るまでの包括的サービスを提供するワ
ンストップ窓口機能の整備を図るとと
もに、複数の収入・ビジネスを有する
ロールモデル形成を行う。

・一次産業への新規就業者数 12人（延べ人数）

  4. 多様なライフスタイル提案による漁業担い手の育成

目標

市内外の人的交流を担う団体等で推進体制を
構築し、釜石との継続的な「関わり方」を提
供していくともに、釜石ファンの会員制度の
立ち上げや、多様な求人ニーズを発掘・共有
する仕組みの構築、求める人材にリーチする
手段の確立、多様なコミュニティイベントへ
の参画等を通じて、多様な形で釜石に人材が
還流するシステムを構築する。
・新規創設する会員制度加入者数 2,500 人（延べ人数）

    5.「まちの人事部」機能構築に向けたプラットフォーム形成

生活困窮や社会的孤立など様々な悩みを
持つ方々に対して、社会との繋がりを見
出し、心の拠り所となる居場所づくりや、
生活習慣形成のための指導、就労の前段
階として必要な社会的能力の習得など、
個人の状況に応じた総合的な支援を行う。

3. 社会的孤立者等の社会復帰への支援 4. 復興公営住宅の自治会設立及び地域との融合支援
地域における消防防災の中核となる消防団
の団員確保に加えて、各地域での自主防災
組織の充足を支援する。土砂災害ワーク
ショップ、地域単位での防災懇談会、学習
会の開催や、減災と防災力向上のために必
要な意識・知識・技能を有する防災士の育
成を通じて、地域防災力の向上を図る。

５. 地域防災の推進

目標
・市内エネルギー発電容量 100,000kW増 

目標
・製造業・流通業の誘致企業数 3件（延べ件数） 

目標 目標
・企業研修受入件数 20件（平成 31年度）  ・観光等宿泊者数 300,000人 ( 平成31年度）

持続的なコミュニティ形成と地域の町内会
との関係構築を円滑にするため、関係者が
連携して自治会の設立支援と、住民主体の活
動を支援する。新たな生活拠点でのコミュニ
ティ形成に向けて、地域課題や将来像につい
て住民間で共有できる場の設定を行う。

目標
・防災士の育成数 500人（延べ人数）
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